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豊橋技術科学大学との包括協定締結式

2月28日、豊橋技術科学大学において「国立大学法人豊橋技術科学大学と国土交通省中部地方整備局との
連携・協力に関する協定」の締結式が行われました。

中部地方整備局と大学の協定は、平成23年12月に三重大学、平成24年5月に岐阜大学、平成24年12月
に名古屋工業大学と締結しており、今回の豊橋技術科学大学は4番目となります。

締結式には、豊橋技術科学大学の榊学長や中部地方整備局の梅山局長らが出席されました。榊学長と梅山
局長は協定書に署名した後、固く握手を交わされました。榊学長は挨拶で「これまで長年にわたり培ってき
た中部地方整備局との信頼関係や連携・協力の実績を基盤に、より緊密かつ組織的な体制強化をはかり、地
域防災力の向上、地域社会の持続的発展に寄与していく所存です」と意気込みを述べられました。

また梅山局長は「災害に強い地域をどう造っていくかや、中部のモノづくり産業を支える社会資本の整備
が課題となっており、色々な知恵を借りることが必要だ」と述べ、幅広い分野での成果に期待を寄せました。

今回の協定は、地域における防災機能の向上、及び地域社会の持続的発展に寄与することを目的としてい
ます。港湾分野における具体的な取組としては防災機能向上に向けた体制強化(港湾BCPの策定等)や、三河
湾内の貧酸素水塊の改善に向けた連携強化（水・底質環境の改善方策検討等）などが考えられています。

また、三河港湾事務所では豊橋技術科学大学の学生を就業体験の実習生として受け入れており、今年度も
１名の学生が実習され、実習のレポートは次ページに掲載しています。

これまでも豊橋技術科学大学と中部地方整備局は長年にわたり連携・協力を行って来ましたが、今回の協
定締結により、今後ますます連携が強化されることが期待されます。

三河港湾事務所ホームページはこちら→http://www.mikawa.pa.cbr.mlit.go.jp

握手を交わす榊学長と梅山局長豊橋技科大学内での締結式の様子

今月末にホームページをリニューアルします！
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※一部の地域を除きます。

海とみなとの相談窓口

就業体験実習レポート！
1月8日から2月22日まで三河港湾事務所にて就業体験実習をさせていただきました。1月は保全課、2月から

は企画調整課に配属されました。保全課ではExcelを用いた潮位推算用プログラムの作成と三河港内にある北防
波堤の測量、南防波堤上部工事の監督補助等をさせていただきました。

企画調整課では、事務所の広報用のホームページに掲載する三河港及び衣浦港の海上からの様子の撮影に立ち
会わせていただいたり、実際に三河港や衣浦港を案内していただき、地図上ではわからなかったそれぞれの港の
特徴を、自分自身の目で見て肌で感じることができました。また、普段では滅多に乗ることがない船にも乗せて
いただきました。今回の就業体験実習では、大学では決して知りえないことや、体験することのない様々なこと

三河港湾ぎゃらりー

作品No.6
春はここだよ！

（春色に染まる渥美半島）

衣浦港の防災・減災対策について講演
１月３１日、半田商工会議所にて「衣浦港の防災・減災対策」をテーマに、当事務所宮田所長による講演会

が開催されました。この講演は、東日本大震災の発生を契機に「港湾における総合的な津波対策のあり方(中間
とりまとめ)」（平成23年7月6日交通政策審議会港湾分科会防災部会）などがとりまとめられ、港湾における
地震・津波対策の基本的な考え方が示されました。これを
受け、東海・東南海・南海地震等の大規模地震による地震・
津波に対する防災・減災対策を広域的に推進するため、三河
港・衣浦港における「地震・津波対策に関する基本方針」を
策定し、今年度は関係自治体や民間企業の地震・津波対策に
向けた取り組み状況について意見交換が行なわれました。

また、三河港・衣浦港において「港湾機能継続計画作業部
会」を設置・開催し、災害時の緊急物資輸送にかかる関係者
の役割・対応等についての検討を行い、年度内に行動計画(案)
の作成を目指します。講演では、今年度の動向や取組状況を
中心に講演を行いました。当日は衣浦港に関係する商工会議
所や臨海部に立地する企業の方が熱心に聴講されていました。

講演会の様子

小川さんが印象に残った港の景色は岸壁での
コンテナ荷役の様子だそうです。事務所で熱心に実習される小川さん

を体験し、数多くの事を学ばせていただきました。1ヶ
月半という短い期間でしたが、良い経験ができ非常に充
実した就業体験実習でした。

※このレポートは当事務所に就業体験実習に来られた豊橋技術科学大学生の小川さんに書いていただきました。


	Slide Number  1
	Slide Number  2

